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　◯◯◯◯　様
(　所属部署名　)
氏　　名　印
顛　末　書

このたび下記の交通事故が発生いたしました。事故処理および再発防止のための対応が完了いたしましたのでご報告申し上げます。
記
1. 事故発生日時：　令和◯◯年◯○月○○日　○○時◯◯分頃
2. 事故発生場所：　○○市◯◯町○○付近
3. 事故内容：　社用車の接触事故（自損事故）
（1） 事故の程度：社用車はミラー部を損傷。接触相手方はブロック塀
（2） 違反の態様：法令違反はなし
4. 当事者氏名：
（1） 事故を起こした者の所属・氏名：営業部　佐藤七郎（仮名）
（2） 相手方の氏名　〇〇〇〇　（ブロック塀所有者）
[相手方の住所]（事故の内容によっては、性別、年齢、勤務先等）
5. 事故の発生状況
（1）事故の状況
事故発生場所は、住宅街の一般道路。佐藤七郎（仮名）は客先から職場へ戻る途中であった。右側車線に家電量販店のトラックが駐車中、左車線を直進しようとしていたところ、トラック後方から急に出てきた自転車に気づき、ブレーキを踏みハンドルを左に切ったがブロック塀にミラーを接触した。自転車との接触はなし。
（2）事故原因
自転車に乗っていたのは小学生（男子児童）であり、駐車中のトラックの後方から出てきた際にはセンターラインを越えて左車線まではみ出して来た。
（3）当日の状況
交通量はごく少ない一般道。天候は晴れ。ライトは点灯していなかった。
事故時は勤務時間内であり、佐藤七郎（仮名）の健康状態および勤務状況も異常なし。
なお、前日の残業時間は1時間であった。
（4）直後の状況
すぐに車を停止し、周囲の安全と自転車との接触がなかったことを確認し自転車の児童に声掛けをしたが、一言も発することなく、静止するも自転車で逃走した。
6. 事故の処理状況
（1） 被害の状況
　　・けが人はなし。
　　・自転車は無傷、ブロック塀に擦過傷あり。
　　・社用車はミラー損傷。車体は損傷なし。
（2） 事故処理等
　　・事故直後に佐藤七郎（仮名）より電話連絡があり、帰社後に口頭による報告とドライブレコーダーSDカードの提出を受け総務部への事故車両の報告を命じた。
　　・総務部の手配によりミラーの修理費用は保険で対応することになった。
　　・ブロック塀の住宅には、佐藤七郎（仮名）が翌日謝罪に伺い、赦しを得た

7. 本人コメント
（この顛末書は上司が部下の事故を報告することを想定しています。本人コメント欄には必要に応じて自己当事者による反省コメント等を記載します）

8. 所属長所見
ドライブレコーダーの内容を確認しました。上記内容に相違ありません。
　小学生の児童による突発的な出来事でしたが、平素からの安全運転励行によりトラックの横を徐行運転で通過していたことから、重大な事故を未然に防ぐことができました。
　本人の平素の勤務態度に問題はなく、本件に関する法令違反もないこと、また、ブロック塀宅も謝罪を快く受け入れてくれた点を考慮し、「処分なし」が妥当と判断しました。

9. 今後の対応
（1） 職場での安全運転の呼びかけ
本件のような状況はいつでも起こりうることを職場全体で共有するため、事故の状況を職場の安全委員会で報告し、全員に一層の安全運天を呼びかけた。
（2） ドライブレコーダーの操作徹底
[bookmark: _GoBack]今回の事故で、ドライブレコーダーが大変役に立つことがわかったが、本件を報告した安全委員会で「SDカードが上書きされないように、すぐに抜き取る」という知識がない社員が多いことが判明した。
SDカードの交換方法などを職場で指導するほか、わかりやすいマニュアルを社用車に搭載しておくことを決めた。

10. 　添付資料等
（この例文では記載しませんが、必要に応じて事故現場の地図、警察の調査結果、法令、ドライブレコーダーからプリントした画像などを添えて提出します。）


以上
